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抄録 本稿では，ライフサイエンス分野の基幹特許 47 件について，出願人の組織，日米欧 3 極での出

願・成立状況，米国における継続的出願の利用状況及びその効果を分析した。その結果，上流分野の基

幹特許がバイオテック企業を中心とする民間企業に移ってきていること，また，基幹特許においても，3

極特許庁の登録率が有意に異なること（ファミリーに属する特許の場合はより大きく異なること）等，

が明らかとなった。

ライフサイエンス分野の基幹特許の

出願と審査の構造的特徴
1

1．はじめに
ライフサイエンス分野では，基礎研究に近い上

流分野での研究成果の特許化が積極的に進められ

ている。上流分野の成果の特許化は，基礎研究の

収益性を高め，大学や民間企業による自発的な研

究投資を促し，当該分野の発展に寄与する可能性

がある一方で，「アンチコモンズの悲劇」という言

葉で言われるように，多様な研究主体による有用

な技術の利用を阻害し，下流分野の研究を制約す

る可能性もある。少なくとも，上流分野の特許化

がどうあるべきかについては，事実関係を十分に

整理・把握した上で，適切な議論が望まれる。

しかしながら，現在までそうした議論の前提と

なるファクトについては十分に明らかにされてい

るとは言い難い。例えば，上流分野において，特

許化がどれくらい進展しているのか，どのような

研究主体によって開発・特許化されているのか，

日米欧 3 極特許庁の取り扱いに違いがあるのか等，

政策に必須の基本的情報が十分にわかっていない

のである。

本稿では，ライフサイエンス分野の発展に大き

く寄与した基幹特許 47 件の書誌情報を詳細に分

析することにより，当該分野の上流特許の構造的

特徴の一端を明らかにした。具体的には，まず，

基幹特許の開発・出願主体の動向を分析した。ラ
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